
2023年度　慶應義塾大学　一般理系　第１問 (2)

問題 式 4z2+4z¡
B

3i = 0を満たす複素数 zは 2つある。それらを ®，¯とする。ただし iは虚数単位である。

®，¯に対応する複素数平面上の点をそれぞれ P，Qとすると，線分 PQの長さは （え） であり，PQの中点の座

標は # （お） ; （か） ;である。また，線分 PQの垂直二等分線の傾きは （き） である。
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